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1．諸言 
六方晶フェライトの一種である M 型フェライトは主に永久磁

石に用いられる材料である。M2+Fe12O19という化学式をとり、代

表例として M2+の位置にアルカリ土類元素である Ba, Sr などが

入る。 同じアルカリ土類元素である Ca は地球上に存在する元

素の割合が Ba, Sr よりも多い。Ca を用いて新規の M 型フェラ

イトを作製することによって、資源面で有用な材料を生み出す

ことができる。本研究は、Ca, La で置換した M 型フェライトを

作製し、結晶構造、磁気特性を調べ、最適作製条件を探索した。 
2．実験方法 
試料は粉末冶金法を用いて作製した。出発原料は、CaCO3, 

La2O3, α-Fe2O3 を用いて、CaxLa1-xFeyO19-σ(x=0.7~0.9、y=2.0~10)
の化学量論組成になるように秤量した。これらの粉末は湿式ボ

ールミルで混合、乾燥、加圧成型した後、900°C で 5 時間仮焼成

した。焼成した試料は遊星ボールミルを用いて 1100 rpm で 10
分間粉砕し、加圧成型した後、1200°C~1300°C で本焼成した。試

料の結晶構造は粉末 X 線回折法を用いて解析し、磁気特性は振

動試料型磁力計を用いて測定した。組成分析は、電子線マイク

ロアナライザー(EPMA)で測定した。 
3．結果および考察 
図 1は室温でのCa0.8La0.2FeyO19-σ (y=2.0~9.1)の飽和磁化値を

示す。y≥3.0, 焼成温度 1250°C 以上で大きな飽和磁化値を示す。

飽和磁化の大きい試料についてEPMA組成分析を行ったとこ

ろ、Fe/(Ca+La)の比率が約 8~9 であることを見出した。した

がって、高い焼成温度で Ca 過剰相が溶出した可能性がある。

図 2 は CaxLa1-xFe8.0O19-σ(x=0.7~0.9)の試料を 1250°C で焼成し

た時の X 線回折図である。x=0.7, 0.8 では、目標の M 型フェ

ライトの構造がほぼ単相で生成した。x=0.9 ではヘマタイトと

M 型フェライトの混相となった。 
図 3 は CaxLa1-xFe8.0O19-σ(x=0.7~0.9)の熱磁気曲線を示す。作

製した試料のキュリー温度は 400°C 付近である。Ba, Sr の M
型フェライトのキュリー温度はそれぞれ 450°C, 460°C であり、

本研究の結果は M 型構造固有のキュリー温度であると考え

られる。 
以上より、Ca 含有率 x を高め、La 含有率 1-x を抑えた上で、高い飽和磁化をもつ M 型フェライト構造

を維持できる組成は、Ca0.8La0.2Fe8.0O19-σである。 
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図 2 CaxLa1-xFe8.0O19-σの X 線回折図  

図 3 CaxLa1-xFe8.0O19-σの熱磁気曲線 

図 1 Ca0.8La0.2FeyO19-σ (y=2.0~9.1)の飽和磁化値 
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